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I　 緒 言

本邦の離乳問題に関する報告は,既 に枚挙に暇がな

いにも拘らす,そ の実態は些かの進歩をみない.こ の

根本的原因は簡便安価且実際的な離乳食の具体的指示

の欠けた事と,そ の普及指導の困難さにあると考えら

れる.

然かも本邦乳児の離乳食品,及 びその摂取状態につ

いでの調査報告は,そ の殆どが離乳遅延のみられる本

邦各地区の一般乳児を対象としたものであり,そ の他

2～3健 康優良児の離乳食を調査した報告もみ るが1)

 2) 3),そ れとで一般家庭の母親の記憶に基いた調査で

あり,厳 密な意味での離乳食作製の基礎的試料とは言

い得ず,充 分な監視下に於ける厳密な離乳食品摂取量

を長期に亘 り観察 した報告は全くない.

ここに私は如何なる家庭に於でも,簡 便に実行し得

ると思われ,然 かも栄養素が適正な率で含まれる離乳

食基案を,種 々考案し夫等により哺育した50名の健康

乳児を,離 乳開始 より完了迄,全 員毎 日その食品の摂

取状態を厳密に計量 し,こ こに健康乳児離乳食の基礎

的資料とも言うべきものを得たので報告する.

即ちMlik food, Oat meal,缶 詰野菜,ペ ビーミー

ルの如きInstant foodの 使用を大巾に取り入れ,

 1.調 製に簡便である事. 2.各 栄養素が適正な率に

含有されで居ること. 3.価 格は凡そ月額平均1000～

2000円であること.の3点 に重点をおき, 6種 の離乳

食を組立で,之 等により乳児の厳密な哺育を行つたも

のである.

Ⅱ　 定 験 方 法

昭和24年 より昭和33年2月 迄,岡 山大学小児科附属

乳児室に於で,生 後10日頃から1年 迄継続人工栄養法

により,哺 育観察された乳児50例 を対象とし,次 に述

ベる第1法 より第6法 迄の6種 の離乳食を作製し,そ

れに従い離乳を行つた.離 乳開始は原則 としで生後5

～6ケ 月とし,生 後11ケ 月には哺乳量400cc,米 飯量

最少300gr,卵1ケ,魚 肉,野 菜等普通一般家庭の食

餌をその儘与え,離 乳食より摂取する熱量を1日 総摂

取熱量の約60%で ある事を大方の目標 とした.

尚月令の計算は出生より1ケ 月迄を0ケ 月,生 後1

ケ月より2ケ 月未満を1ケ 月,以 下同様の方法によつ

た.

各種の離乳食は, 1日 蛋白摂取量及び1日 総摂取熱

量,更 に吉永,栗 山標準値の各月毎男女平均値を基準

としたE. Q,体 重当託水分摂取量等より計算 して作

製 した.そ の場合食品のCa1,蛋 白及び脂肪量等は母

子愛育会小児保健部会の表により計出した.尚 乳汁は

調製粉乳を18gr/dlの 濃度で使用することとしで計

算した.

又哺育乳児各例につき,摂 取した乳汁,離 乳食餌を

投与後直ちに正確に計量 し,之 を基に各半月毎に1日

の平均哺乳量,離 乳食餌摂取量.米 飯摂取量, 1日 摂

取蛋白質量及び水分摂取量 を求め,次 に毎 日計測 した

体重値からE. Qを 求めた.

Ⅲ　各 種 離 乳 食

第I法 〔粥食〕

従来より使用されて居る粥を中心とした離乳食であ

り,第1表 の1の 如く5ケ 月より15%す りつぶし粥を

与え始め,漸 次濃度を高め ると共に増量 し,生 後11ケ

月に至 り軟飯 を与える.卵 黄は生後5ケ 月より1日1

個,全 卵 を7ケ 月から与え,豆 腐又は麩 を生後6ケ 月

より,魚 肉は生後7ケ 月に3～9gを 与え始め,漸 次

増量した.つ ぶし野菜 を生後5ケ 月3～6g与 え始め

るが,普 通野菜は生後9ケ 月より与える.

尚便宜上乳汁+離 乳食が約1000ccと な る如くし離

乳食摂取後残余量を乳汁で与えた。以下各案共乳汁摂

取基準は之に依 るものとする.
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第1表 の1基 準 案

第1表 の2
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E. Q, 1日 蛋 白摂取量gr/kg,及 びW. Qは 第I

の1表 上段の如く した.

更 に又本案 は乳児が果 しで如何程 の粥 食をし得 るか

の基礎的資料 を得 る意味で可成 り多量の粥食 を与え る

案 となつてい る.

第2法 〔Milk food, Oat mea1使 用 〕

第2表(I)の よ うに離乳 主食として, Milk food.

 Oatmealを 用 い生後11ケ 月 より米食に移行す る.即

ち生後5ケ 月 より25%Milk foodを 与 え,生 後11ケ

月 には1日300gと な るよ う増量 す る.

更 に生後7ケ 月よ り5%Oat mealを 併 用 し,漸

次 濃度を高 め ると共 に増量 し,生 後10ケ 月及 び11ケ 月

に於では20%Oat mea1を1日200g併 用 す る.

第2表 の1

第2表 の2

普通飯 は11ケ 月に1日100g与 え,以 後漸 次milk
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food, Oat mealの 漸 減に伴い増量 し得 るよ う計 画 し

た.

卵 黄は生後5ケ 月よ り1日1個 とし, 7ケ 月 か ら全

卵1個 宛 を与 え,缶 詰野菜 を生後5ケ 月か ら使用 し,

普通野菜は生後9ケ 月から缶詰野菜と入れ替つで与え

た.

第3表 のI

第3表 の Ⅱ

第3法 〔Milk food, Baby mea1使 用 〕

第3表(I)の 如 くMilk foodとBaby mealの
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両者を併用す るものであ り,生 後5ケ 月 よ り25%Milk

 foodを1日50gか ら始め,漸 増漸減法 によ り生後8

ケ月で中止す る.之 と共 にBaby mealを 生 後5ケ

月で15%50gr,漸 次 濃度を高め且増量 し,生 後10ケ 月

始めより漸減し11ケ 月で中止す る.粥 食は用いず軟飯

を生後9ケ 月 目から1日100gr与 え始め, 10ケ 月 で,

 200gr生 後11ケ 月 には米飯300grに 移 行す る。卵黄 は

1日1個 生後5ケ 月か ら与え,7ケ 月よ り全卵1日1

個に移行し,魚 肉は生後9ケ 月10grよ り始め11ケ 月

では1日60gr見 当を与える.

即ち本法は時間のかか る粥食を,簡 便に使用できる

フレーク食で代用し,直 ちに軟飯に移行するものであ

る.

第4表 のI

第4表 の Ⅱ

第4法 〔Baby meal乳 粥 法 〕

第4表 の(I)に 示 す如 くBaby mealを,乳 粥 と

したもの を初期離乳食 とし,生 後9ケ 月よ り漸次軟飯
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に移行 し11ケ 月よ りは普通飯 を与 える。即ち生後5ケ

月でBaby meal20%, 7ケ 月 か ら30%, 9ケ 月 よ

りは40%と 濃 度 を高め,投 与量1回100grよ り始め漸

増 し, 8ケ 月 で300gr以 後 は漸減 し10ケ 月で 中 止 す

る. Baby meal乳 粥 の漸減 とは逆 に9ケ 月よ り軟飯

を与え漸増 し, 11ケ 月 では普通飯300grと す る.

卵 黄,魚 肉の投与は前法 と同様 であ る.

第5表 のI

第5表 の Ⅱ

Baby meal乳 粥は調製粉乳18%液 に, 5%の 簾糖

を加えた乳汁に所定量のBaby mealを 加え,場 合

によっでは卵黄又は全卵を共に入れ,約1～2分 間煮

沸しで与えた.

第5法 〔Baby meal乳 粥の改良法〕

第5表 の(I)に 示す如く第4法 を幾分改良したも

のである.即 ち生後5ケ 月よりBaby meal乳 粥を漸



本 邦 離 乳 食 の 研 究　 1673

増漸減法により与え,次 第に軟飯に移行するがその濃

度を幾分低くし,開 始時15%,最 高を30%と した事,

及び軟飯に切 り替える時期を1ケ 月早くし, 8ケ 月よ

り1日50gr与 え始める事に改めた.然 しこの場合原

則としで初期は,味 噌汁又はスープによるおじやから

始める事とした.

第6表 のI

第6表 の Ⅱ

(離乳食量に果汁は計上しでいない)

第6法 〔短期離乳法〕

第6表 の(I)に 示す如く離乳遅延児を対象とし,

生後8～9ケ 月よりlO%Baby mea150grを 与え,

以後濃度を増すと共に漸増漸減法により与え,生 後11

ケ月には軟飯300grに 切 り替えるものである.

即ち第4,第5法 の離乳の進行を1/2に切 りつめたも

のである。

然しその摂取熱量は前5法 に比し,可 成 り少くE.

 Qと しで10～20Cal少 い.

IV　 各法離 乳食 の摂取量 に就い て

乳児50例 につき夫々各離乳食別に,そ の半月毎に,

摂取した1日 平均哺乳量,各 離乳食摂取量,及 びその

基準投与量に対する百分率E. Q,水 分摂取量の平均

値 を,第1表(Ⅱ)よ り第6表 の(Ⅱ)迄 夫々各表の

下に併記した.
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1) 離 乳 食全量及び主食

第1法(粥 食: 11例)

主 食粥の摂取状態は5ケ 月では殆 ど摂 取せす, 6ケ

月後半基案140grに 対 し実際摂取量 は40gr(21.6%)

7ケ 月後半300grに 対 し105gr(35.0%)8ケ 月 後半

5409rに 対 し1899r(35.0%)と 極 めで少いが, 9ケ

月540～600grに 対 し, 436～477gr(81～87%)11ケ

月後半540～600grに 対 し510g(94.2%)と 月令の

進 むにつれ略基案に等 しくな る.逆 に乳汁の摂取量 は

5ケ 月850c. cに 対 し, 860c. c

6ケ 月760c. cに 対 し, 878c. c

7ケ 月600c. cに 対 し, 702c. c

8ケ 月360c. cに 対 し, 684c. c

9ケ 月360c. cに 対 し, 509c. c

lOケ 月360c. cに 対 し, 432c. c

l1ケ 月360c. cに 対 し, 339c. c

とな つて居 り, 9ケ 月 迄は基案量 を遙 かに上廻 り,離

乳の進行が不充分であつた事を 反 影しでい る.

然 し完成時には,粥510gr乳 汁339ccと 略 理想 に

近い. E. Qは 各 月を通 じて, 120～110Ca1で あ り,蛋

白摂取 量は体重当1託1日3.5～4grで,略 理想 と思 わ

れ る.

第2法(3例)

離 乳食総量の進み方 は9ケ 月迄 は基案 を上廻 り,特

に6～7ケ 月では基案60～160grに 対 し約280grの

離 乳食 を摂 取 しでい る. 10ケ 月 よ り略基案通 り,完 了

時には,哺 乳量409cc離 乳 食量661grと 略 理想 的で

あ る.そ の中Milk foodは 基 案 に対 し6～7ケ 月で

は300～550%, 8ケ 月 で約150%摂 取 しで居 るが, 9

ケ 月以後は大体90%位 で 落ついて居 る.

Oat mea1は 初期60～70%,後 期 は略基案通 り摂 取

す る.但 し米飯 は基案100grに 対 し11ケ 月 末 で64gr

で,米 飯への移行に難点があ るか と思われ る,

一 方E . Qは 一 部 を除 き基案150～115Calに 対 し大

方100Cal以 下 が 多く,蛋 白摂取量 も基準量に比 し0.5

～1.0gr低 値 を示 した.之 は基案 の初期乳汁摂取量が

過大に予定 されて居た為基案 では高値す ぎ,更 に離乳

食が初期に よく進み,一 方実際には乳汁の摂取量が梢

減 じE. Qの 低下 を来 したもの であ ると考 え られ る.

第3法(3例)

本 案 に よる離乳食の進み方は,主 食に ついでは概ね

順 調 であ り, Mi1k foodは5ケ 月 を除 き凡 で基案の

120～170%. Baby mealは 大 体80～100%を 摂 取 し

た.米 飯 摂取量 も9ケ 月基案100grに 対 し91gr,10ケ

月 で基案20ogrに 対 し222gr, 11ケ 月 基案300grに 対

し約280gr(90～100%)を 摂 取 し,略 基案 にそつで進

行 した.然 し離乳食全量は11ケ 月末で,基 案650grに

対 し580grと 梢 低 い.

E. Qも 基 案通 り140～110Ca1に あ り,蛋 白摂取量

も各 月例に於で大 方4.5gr/kgを こえ る,

第4法(9例)

離 乳食の摂取状 態は,基 案 に対 し特 に 初 期Baby

 meal乳 粥 を主食 とす る時期に 不 良で, 6ケ 月 基案

Baby meal乳 粥150grに 対 し,僅 か20gr(13%)7

ケ 月基案200grに 対 し38～90gr(19～45%)8ケ 月基

案300grに 対 し128～165gr(43～55%)9ケ 月で基案

200grに 対 し辛 うじて其の74～88%を 摂 取するに過ぎ

ない.然 し米飯 に於いでは9ケ 月で基案100grに 対し

103gr10ケ 月 で200grに 対 し231gr. 11ケ 月300grに

対 し310～322grと 基 案 を梢上廻 つて摂取しでいる.

全 離 乳食量 も略基案通 りに進行 した.

E. Qは 各 月共に120～110Ca1に あ るが,基 案に比

し初期 は10Cal前 後 低 く,後 期に略等 しくなる.初 期

に於 け るE. Qの 低率 な るはBaby meal乳 粥の摂取

量不足 によ るもの と考え る.

第5法 に於 け る18例 の基案に対す る実際の離乳食摂

取全量は

5ケ 月130grに 対 し26gr

6ケ 月190grに 対 し90～145gr

7ケ 月280grに 対 し187～254gr

8ケ 月380grに 対 し429～520gr

9ケ 月465grに 対 し509～542gr

10ケ 月560grに 対 し586～602gr

11ケ 月600grに 対 し658～669gr

大 体 基準量 をこえで殊に8ケ 月以後に著明に離乳食

の摂 取状態 は進んでい る.

初 期 に於 け るBaby mealの 摂 取状態は梢 不 良で

あ り, 5ケ 月 末基準量の19%, 6ケ 月末60%, 7ケ 月,

 8ケ 月 で約75%の 摂 取量 とな り,以 後標準量及びそれ

以上 とな る.

然 し一方8ケ 月 より米飯 に移行す るに当 り,そ の初

期 より基準量50grに 対 し102gr～151gr(204～302

%)と,か な り多量の軟飯 を摂 取 し以後すベで基準量

をかな り上廻 つて摂 取 して いる.一 日蛋白摂 取量 は

5.5～4.5gr/kgに 対 し, 4～5gr/kgで 略等しい結

果 であ る.

第6法(6例)

8ケ 月 基案 離乳食量250grに 対 し,平 均59grと 四

分の一量 しか摂 取せず, 9ケ 月 よ りの米飯の摂取量も
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又不良であり, 9ケ 月 後半では基準量100grに 対 し,

その約20%, 10ケ 月200grに 対 し約25%, 11ケ 月300

grに 対 し267grを 摂 取したに過 ぎず,離 乳開始遅延

児はその後の離乳食摂取状態 不良で,必 要 を満た し難

い事を思わ しめ る.

E. Qは 初期 には寧 ろ高値 であるが,こ れは 離乳 食

の摂取量少く乳汁量が多い為であ り,完 了時に尚乳汁

520ccを 飲 んでいた.

以 上を要約す ると

第1法:離 乳開始初期,基 案に対 し可成 り主食の摂

取量が不足す るが, 10～11ケ 月 で略基案 に近づ き, 11

ケ月末では一 日粥の摂取量は約500gr,全 離 乳食量約

790grと な る.

第2法:離 乳 食の摂取状態は特に8ケ 月迄 は極め て

良好で,そ の後も略順調 であるが, 11ケ 月 よ り与え始

める米飯の摂取状態が悪く,米 飯 への移行が梢 困難 で

あつた. 11ケ 月末の全離乳食量は661grで あ る.

第3法:主 食の摂取状態 は順調であ るが,全 離乳食

量は11ケ 月580grと 梢 低い.

第4法:初 期の離乳主 食の摂取状態が基案 の約半量

にも達しなかつた. 9ケ 月 以後 は略順調 で11ケ 月末の

一日全離乳食量 は550grと 低 い .

第5法:初 期離乳主食の摂取状態は基案 を満さなか

つたが,米 飯 への移行は最 も順調 であ り,初 期 より全

離乳食量は殆 ど基案以上であ り, 11ケ 月末 で660grを

摂 取した.即 ち6案 の内大 体に於で摂取状態は最 も良

好であつた.

第6法:主 食の摂取状態 は最後迄梢不 十分 であつた

が, 11ケ 月には全離乳 食量は一 日453grと 略 基案に近

づいでいる.

次に主 食の種類別にその摂取状態 を整理す ると次の

如くであ る.

1. 粥 食 第1法 の11例 に ついで使用 したが実際摂

取量は5ケ 月0, 6ケ 月 末約50gr, 7ケ 月50～100gr,

 8ケ 月150～200gr, 9ケ 月300～350gr, 10ケ 月450gr,

 11ケ 月450～500grを 摂 取 しで居 り,初 期 には基準量

を充たす事が困難 であつた.

2. 軟 飯 軟飯 は8 , 9ケ 月 よ り開始したが,何 等

障碍はみ られなかつた.そ の摂 取量 は8ケ 月で開始 し

た第5法 の者は,開 始月既 に100～150gr, 10ケ 月 で200

～250grを 摂 取した
. 9ケ 月 で開始 した第3,第4案

では開始月に50～100gr, 10ケ 月 で150～250grと 幾

分劣っでいる.

第6法 の如 く8ケ 月で離乳開始 し, 1ケ 月 後に軟飯

を与えたものは,そ の摂取状態 は不良であつた.

3. Milk food第2,第3法 で使用 したが初期 よ

り極め でよく摂取 し, 6ケ 月 児 で100～170grを 摂 取

し,そ の後8ケ 月迄は良好 であるが, 9ケ 月 より摂取

量が滅 じ1日300gr以 上 は不可能 であ つた.

4. Oat meal第2案 で使用 したが6～7ケ 月 で

約50gr, 10～11ケ 月 で200grを 摂 取 し略基案 通 りの

進行 であつた.

5. Baby meal第3～6法 で使用 しその 開 始時

の濃度 を10%(6法), 15%(3, 5法), 20%(4法)

と したが. 15%濃 度 が最 も摂 取状 態良好で, 6ケ 月 で

50～100grを 摂 取す.然 し投与初期は一般に基案 に比

す ると摂取量は少かつた.又8～9ケ 月児で200gr迄

更 に10ケ 月 以後は特に摂 取状 態不良 とな り,第5案 を

除 き基案 を下廻つた.又40%を 用 いた第4法 では,30

%と した第5法 に比 し, 9～10ケ 月 の摂 取量が不良 で

その濃度は30%迄 が よい と考え る.

2) 副 食 についで

その1　 卵

卵黄 を5ケ 月よ り与え始め て何等支障な く,初 期に

3～17grの 卵 黄 が摂取 され, 7ケ 月 以後は 全 卵一 日

一個更 には一個半 と
,基 準量 をこえ るものが多 く,全

例共各月例 を通 じで摂取状態 は良好 であつた.

そ の2　 魚

第1,及 び5法 では7ケ 月, 3法8ケ 月, 4及 び6

法 では9ケ 月, 2法11ケ 月 より与え始 めたが,一 般 に

その摂取量 は基案 に比し低値 であ る.そ の摂 取状態 か

らみ で第5法 が最 も良好であ り,大 凡そ7ケ 月 で10gr

8ケ 月 で15gr, 9ケ 月20gr, 10ケ 月25～30gr, 11ケ

月30～50grを 摂 取し障碍 を認 めなかつた.

そ の3　 野 菜

第1, 4, 5, 6法 は 月例全般 を通 じ,一 般 に基案の

量 を摂取 し得 なか つたが,各 案 を通算 し各 月におけ る

摂取量の大略 は, 6ケ 月10～15gr, 7ケ 月15～20gr,

 8ケ 月20～30gr, 9ケ 月15～35gr, 10ケ 月20～45gr,

 11ケ 月30～50grで あ つた.第2及 び3法 では生後5ケ

月よ り8ケ 月迄錐 詰野菜 を使用 し, 5ケ 月 で15～20

gr, 6～8ケ 月で20～50grと か な り多量 を摂 取 し,

そ の後の普通 野菜 への移行 も順調 て,後 期には50～60

grを 摂 取 し得た.

そ の4　 味噌 汁,ス ープ

味噌 汁,ス ープの摂 取状 態は各法 共にか な り良好で

あ り,大 凡 そ6ケ 月15～30cc, 7ケ 月～8ケ 月で50cc

9ケ 月50～100cc,以 後100～150ccを 摂 取 しでい る.

3) 乳 汁 と離 乳食の各 々か ら摂販す る熱量 の比に就

いで
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各案別各月例別に一日総摂取熱量に対す る乳汁及び

離乳食の各々から摂取する熱量の比率を算出し,之 を

検討すれば第7表 に示す如くであり,各 案の平均値を

みれば生後5ケ 月て,一 日総摂取熱量の約4～10%を

離乳食より摂 つでいるものが, 6ケ 月では10～15%,

 7ケ 月 で15～20%, 8, 9ケ 月 で凡 そ30～45%, 10ケ

月には50%, 11ケ 月 で60%と な り,凡 そ理想的な進行

であ ると考え る.特 に第5法 が最 も進行がスムースで

早 く完了に近づけ る事が出来 た.

第7表

(平均値は第6案 を除外した。)

考 按

以上私は従来の粥 によ る離乳 食案,並 び にMilk fo

od, Oat mea1, Baby mea1の 如 き即席食 によ る4

離 乳食案 と短期離乳 食案 の計6種 の離乳 食を作製 し,

乳 児50例 に よるその哺 育成績 を検 討した.

各 乳児の身 体発育状況 についでは,一 部は既 に報告

したが1) 2),今 総括 した もの を図示すれば,第1図,

第2図 の如 くその平均体重値の推移 は, 6ケ 月男児7.

8kg,女 児7.3kg7カ 月男 児8.2kg,女 児7.7kg, 8

カ 月 男児8.5kg,女 児8.Okg,, 9カ 月男 児8.8g,女

児8.4kg, 10カ 月男児9.3kg女 児8.6kg, 11カ 月男

児9.6kg女 児8.8kgで あ り,女 児第1案 を除 き之等

の離乳食に よ り乳児は凡て斎藤氏の標準値 をこえ順調

な発育 を遂げ得た もの と考 え得 る.斯 る50例 の乳 児の

実際離乳 食の摂 取状 態 を,先 ず各案の摂取量 につい で

検 討す る事 とす る。

第1法 は従来よ り広 く行われ でい る粥食を用いたも

のであ るが, 11名 乳 児の粥 食の実際平均摂取量は,お

お よそ6カ 月末で40gr, 7カ 月末100gr, 8カ 月末200

gr, 9カ 月 末350gr, 10カ 月末450gr, 11カ 月末500gr

で あ り,夫 々基案 の6カ 月約20%, 7, 8カ 月各35%, 

9カ 月65%, 10カ 月90%, 11カ 月95%で あ つた.こ の

事は基案 の主食 を当初 より過大 に計上 しであつた為で

はなかろ うか.現 在標準離 乳食 としで記載されでいる

7) 8) 9) 10) 11) 12) 18) 14)諸 氏 の案に よる粥食投与量は,

夫 々濃度,量 等幾 分差があ るが,そ の2～3に ついて

第1案 の実際摂 取量 を比較検討 しでみ ると第8表 の如

くで あ る.

即 ち各氏の案 と第1案 に よる実際摂取量 とを比較し

でみ ると,愛 育会7).片 山氏10)の 案 に最 も近く, 10

カ 月迄 は殆 ど等しい.唯 共に11カ 月に600grの 粥食の

摂取 を指示 しであ るが,実 際に は稍多過 るのではない

か と考 え る.
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一方離乳班14)の 案は6カ 月60～100grの 粥食を与

える事となつて居 る事を除き大体は本実験児の実際摂

取量に近い.之 か らみて6カ 月は50gr位 を基準とす

るのが,こ の時期は5カ 月にひき続き離乳食に慣らす

時期 として実際的ではないかと考え る.

箪一図　各離乳食案別男子体重曲線

第二図　各離乳食案別女子体重曲線

その他小山l1).中 山12),正 木13)の 案も多少の差

はあるが,何 れも本邦乳児に適したものと考 え られ

る.こ こに私は私の成績と各氏の案を参考に一応粥食

の量 を

5カ 月(15%)10～30gr

6カ 月(15%)30～50gr

7カ 月(15%)50～100gr

8カ 月(15%)150～200gr

9カ 月(20%)250～300gr

10カ 月(20%)400～450gr

11カ 月(20%)450～500gr

として妥当であろ うかと考え る.こ の場合他の一般の

副食を与える事により, E, Q110Cal,蛋 白3.5/kg

以上となり得る.唯 問題は離乳初期に於いては5～10

gr, 30gr, 50gr等 少量の粥食を与える所にある.こ の

僅かな粥食の作製に要する時間は1時 間以上 を要 し,

最も離乳改善の必要と考えられる農山村で,毎 日果し

て実行され得 るであろ うか.こ の点最も普遍的である

と考えられている粥食が,実 際問題として最も実行し

難く,離 乳遅延及び不全の直接的原因となっていると

考える.

昭和31年 の浜本教授等5)の調査による岡山県下の離

乳実態調査によると,そ の約半数がつぶし粥又は粥で

離乳を開始 して居り,一 方離乳遅延の最も 多 い 原 因

は,「 忙 しい,面 倒臭い」が約25%で 特に農山村では

30～40%も あり,一 面 「いつもわざわざ離 乳 食 を作

る」ものは50～65%で あると報告されて居 る.

この現象は更に他の地方でもみられ,堀 田16)は 米

子地方で38.9%,井 上17)は 九州地方で離乳遅延の約

2/3を占めていると述べ,全 国統計18)に よつても 「忙

しい,面 倒である」は離乳遅延の原因の33%と なつて

居る。更に極端な例に於ては宇留野の 「田舎では暇が

なく粥を作らない事が多い為粥から離乳す る力法を諦

めた」と云 う報告さえみ るのである.

即ち粥食による離乳が実際的に困難である事は明か

であり,粥 による離乳食の普及には松村20),雨 宮21)

等の云う如くパフ ドラィス,グ リース粥を用い るか,

或は斎藤潔19) 22)等 の云う 「摺鉢」を用い るかの方法

によるべきであろ う.然 らずして農山村て毎食子供の

為に粥を調製す る事は単な る理想案に過ぎず,之 ては
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第8表

難乳改善は仲々困難であろう.

次に第2案 はMilk food, Oat mealを 使用した

ものである.実 際摂取量をみ るとMilk foodは 離乳

初期には極めて,摂 取状態が良い.唯 難点は高価な事

で之に代 り得る良質な国産品の出現が望まれ る.然 し

之も後期にはその摂取が梢不良になり且米飯への移行

に難点があるので本案はその盤では十分でない.本 案

に於けるMilk foodの 使用は,初 期に更に増量し後

期には今少し早く米飯へ切替えるべきか と考 え る.

 Oat mealは この程度なら離乳食として充分使用し得

ると思われるが冷えると硬くなりこれ以上与える事は

困難であ る.

ここに於て第3～5案 を作り, Milk food或 はBa

by mealを 初期より相当量与え, 9カ 月頃より次第

に軟飯に切り替える事 とした.こ の結果は先に哺育成

績で述べた如く,そ の中第5案 が最 も優れて居たと考

えられる.即 ちBaby mealの 使用は,そ の濃度は開

始時15%が 最もよく,後 期に30%に すると食し難くな

る様 であつた.片 山10)は フレーク粥としてフレーク

に同量の湯を加える方法 を述べているが,稍 固きに過

ぎるのではないかと考える.

又その量に就いては,最 も良好な成績を収めた第5

案でも

でありこれ以上は実際に摂取せしめ得なかった.

Baby mealの 使 用離乳食 の詳細な報告は,我 々の

他2)に は殆 どないが,赤 松 等23)等 はベ ビーミール使用

に当 り,食 品 としての容積が問題 とな ると述べ, 20%

フ レ ーク. 80grは 米 の110grよ り も幾分容積が大で

あ り,一 日に多量 は与えられないのではないかと述べ

て居 る.こ の点で私の調査 した乳児のフレーク食摂取

量は,実 際に与え る際の 目安 とな るのではないかと考

え る.彼 等は投与量 を1回30～200gr,一 日90～600

gr与 え る事 にして居 るが,実 際 の摂取量につい て は

報告はない.次 に平井24)は4例 に15%及 び20%で12

日間 使用 し,そ の月令で摂取す る粥のCalを 満 たす丈

の ミル ク煮又はス ープ煮Baby mealを 与 えた場合,

全 量 を食 べ得ない事,及 び10日 目頃 より嫌悪するよう

にな つた事 を報告 して居 る.然 しその報告は既に離乳

開始 中の乳 児を用い,そ れ迄の粥 食をフレークに代え

たものであ る為,初 期か らフレークを用いた場合とは

かな り条件が異 つて居 ると考え られ る.

即 ちフレーク食 を初期か ら使用した私の成績では,

之 を第1案 の粥食 の摂取量 と比較す ると次の如く

初期 よ りフレークを与 え る場合は,粥 食の摂取量と

比 し遜色 はな く,そ のCalorieも20%粥100gr=68

Calに 対 し, 20%フ レ ーク乳粥100gr=143Calと 上廻

り,蛋 白も1.3grに 対 し4.7gr,脂 肪0.2grに 対し,
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2.9gr鉄0.08mgに 対し6.9mgと なり然かもビタ

ミンは添加されて居 り,フ レークは初期離乳食として

充分使用し得更にその調理の簡便なる事により,本 邦

現在離乳食としては推奨すべきものであると信ずる。

勿論矢張り私の成績でも只味が稍悪く月令の進むに

っれ,又 米飯を与えるにつれフレークを食 し難 く な

り,余 り好まなくなる傾向がある.こ の事は第5案 で

8カ 月より軟飯を与える場合の,フ レーク食と軟飯の

実際摂取量に現われて居る.即 ち8カ 月てフレークは

基案の75%を 摂取して居 るに対し,軟 飯は200～300%

を摂取し, 9カ 月でフレーク90%に 対し軟飯150%と

なって居る.即 ちこの時期の乳児はフレークより米飯

を好む傾向がみられる.こ の点に於て更にフレークの

味の問題は改良さるべきて,第2案 第3案 で 用 い た

Milk foodを 乳児が好んで食した事から考え併 わせ

て, Baby mea1の 改良が望まれる.

尚粥食等と併用した場合は摂取状態が不良となるの

て,初 期はフレーク食のみにより離乳を開始し, 9～

10カ月で米食へ切り替える事が適当と思われる.又 初

期離乳食として粥食,或 はパン粥等と時々フレークを

併用する場合は,乳 児によつてはフレークを嫌悪する

ものがあり注意を要する.

本案の更に一つの試みは粥食の時期 を省き米食とし

て直ちに軟飯 より始める所にある.第5案 に於ては8

カ月より軟飯 を与えたが,こ の場合味噌汁,ス ープ等

により 「おじや」又は 「すりつぶし汁かけ」とする事

を原則とした.之 であれば普通飯に約5分 手をかける

のみで調理し得 るのである. 9カ 月よりは 「おじや」

時に軟飯をその儘与えたが乳児はよく食し,何 等障碍

を認めず,然 かもその摂取量は極めて順調てあり,手

間のかかる粥は作 る必要がなかつた.

早期より軟飯を与える離乳食は他にも報告があ り,

堀口25)に よれば最初与え易い食物で漸進的に耐容量

を高める等の注意を払い与えれば9カ 月で調理方法,

食餌の種類は,各 家庭で成人食を食卓て消化し易い形

にして与える事が出来,食 餌量も進める事が出来ると

述べ,宇 留野19)も7～8カ 月より炊きたての米飯で,

離乳を開始し消化不良をおこさなかつたと云う.こ の

場合それをす りつぶし,汁 をかけて与えて居 る.更 に

斎藤潔22)も 古く農村で普通米飯から離乳を始めて居

り,離 乳初期より方法如何によつては軟飯 を使用する

事も不可能ではないと考えられる.

待井26),尾 西27)は 私の用いたBaby mea1の 代

りにBaby foodを 使用した離乳食を報告 し,良 好な

結果を得て得り,今 後本邦の離乳食としては之等In

stant foodの 積極的な使用により可成 りの改善が見

られるのではないかと期待される.栗 山,今 村等8)の

発育優良児の離乳調査で,フ レークの利用が約20%で

あつたと云 う事も,之 を証するものではないかと考え

る.

次にフレーク食の普及可能の程度を知 る為に,浜 本

15)教 授等の報告を参考 とすれば,岡 山県に於いて最

近に使用した離乳食分類では,北 部農村7.2%,中 部

農村4.5%,南 部農村19.4%,商 業都市22.7%,工 業

都市17.7%が フレーク食を用いて居 り,更 に高津28)

も埼玉県に於ける調査に於いて,フ レークにより離乳

を開始したものは11%と 述べて居 る.

然し一方松島29)は 離乳フレークは便利であるが,

現金の支出を伴 うから農村では普及し難いと述べてい

る.あ る意味に於いては一応事実と首肯し得るが,岡

山地方一部農村では既に約20%利 用されている所をみ

れば,農 村とてあながち普及し難いものではなく,始

めより放棄する事は当らないと考える.更 に先に述ベ

た如く本邦農村に於ける離乳遅延の最大の原因が 「手

間がかかる,面 倒である」事にあるのであるから,一

度は積極的に指導実行せしめその簡易さを知 らしめる

のも,あ ながち無意義ではないと考える.

次に第6案 短期離乳食も略満足すべき結果 を得て居

り,離 乳遅延児に試みて然るべきかと考える.こ の場

合9カ 月の離乳遅延児を対象としたものであるが,開

始初期には撰取状態不良であつた.然 し充分な注意の

下に1カ 月後には月令相当の離乳食基準に近づき得,

 3カ 月で略満足し得 る結果を得た.即 ちフレーク使用

によりかな り短期間に軟飯への移行が可能てあると考

え る.

副食について

卵の使用に関して小山11)は 早期より之 を与える事

を避け.早 くとも卵黄 を8～9カ 月に始め徐うに全卵

にうつると述べているが,之 に対し中鉢31)は 卵黄を

早期に与えて障碍なしとし,横 井33)も 全卵1/2を5ヵ

月より与えて障碍なかつたと報告 し て い る.又 大里
8),正 木13)は5～8カ 月に卵黄 を使用し,中 山12)1は

6～7カ 月で卵黄. 8カ 月で全卵 を与えてい る.私 は

5～7カ 月に卵黄一日一個を基準とし,凡 そ7～8カ

月より全卵一日一個を与えたが.順 調に摂取され,何

等障碍をみず,後 半では,全 卵.日 一個半迄与え る事

がよいのではないかと考える.

魚は愛育会案7)で は9カ 月前後に20gr誕 生頃に30

grと し,中 山12)は9カ 月よりす り魚肉とし与え始め ,

正木13)は5～8カ 月白身の魚をす り魚肉として使用
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す ると述 べ,横 井33)等 は8カ 月よ り50gr使 用 の実 施

例 を報告 して居 る.私 は7カ 月よ り使用 した第5案 に

於 け る摂取状態が よく, 7カ 月10gr, 11カ 月30～50gr

与 え得 た.

野 菜 は月例全般 を通 じ,一 般に基準案の量に達 し得

ず,こ の点罐詰野菜 を使用 した第2,第3案 では極 め

て良好であ り,普 通野菜に移行 した後 もよ く食べた.

か か る結果 よ り今 後野菜又は魚 肉,鶏 肉等混合の罐詰

類,或 はポ リエチ レン袋入 り等の保存簡便食品の生産

を期待 したい.

扨 以上6種 の離乳 食によ り哺育 した乳児の摂取Ca1,

蛋 白摂 取量 の平均値 を他の報告 と比較検討 した.先 ず

総Calは6カ 月末929Cal, 7カ 月 末943Cal, 8カ 月

末994Ca1, 9カ 月 末1036Cal, 10カ 月 末1000Cal, 11

カ 月末1017Ca1で あ り,飯 島34)の 東 京に於け る調査

の7カ 月642～11カ 月871Calに 比 し,よ り大 で あつ

た.

次 に離乳 食よ り摂取 したCa1は, 6カ 月末139Ca1,

 7カ 月 末200Ca1, 8カ 月末314Cal, 9カ 月末449Ca1
, 10

カ 月末529Ca1, 11カ 月 末610Calで,全 国統計18)に

よ る平均6カ 月80Ca1, 7カ 月158Ca1, 8カ 月209Cal ,

 9カ 月258Ca1, 10カ 月322Ca1, 11カ 月435Ca1よ り

遙 かに大 であ り,山 下4)の 健康優 良児についての離乳

実態調 査によ る成績, 7カ 月234Cal, 8カ 月328Ca1,

 9カ 月363Ca1, 10カ 月607Cal, 11カ 月439Calと 比

し遜色な く,後 期は之よ りも更に上廻 つて居 る.

尚蛋 白についてみれば,各 案,各 月例共に3.5～5.0

gr/kgの 間 にあ り,飯 島84)の2.8～3.3gr/kgに 比

し極めて良好な成績 であ る.

即 ち本離乳食案 によ る乳 児の実際摂取量は極めて優

れた ものであ り,そ の中で特に第5案 は好成績を得た

もの と考え る.

第9表

結 語

主 としてInstant foodを 用 いた6種 の離乳 食を試

作 し之 を以て哺育 し,順 調な発育経過 をとつ た50例 の

健康乳児につ き,そ の実際 の摂取状態 を調 べ,次 の結

果 を得た.

1. 粥 食 の摂取量は6カ 月30～50gr, 7カ 月50～100

gr, 8カ 月150～200gr, 9カ 月250～300gr, 10カ 月

400～450gr, 11カ 月450～500grが 最 も普通であつた,

2. 粥 食 作製 の調理 の手間 を省 く為の,フ レーク食

は初期離乳食 として極 めて良好で,後 半直ちに軟飯へ

移行 し得,充 分なCal,蛋 白 の補給源 とな り得た.フ

レークの濃度は第5法 が最 も良く摂取 された所をみる

と,初 期15%,後 期 と云え ども30%以 下 とし,そ の量

は第5法 の実際摂取量6カ 月1日 全量50酎90gr, 7カ

月100～150gr, 8カ 月200gr, 9カ 月200gr, 10カ月
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150grが 妥 当であ ると思われ る.

3. Milk foodは 国 産のInstant foodに 比 し摂

取状態は良好であつたが輸入品で高価 であ る.こ の点

本邦Instant foodは 味 の点で改良 され るべきであ る

と考える. Oat mealも 略 順調な摂 取状態 であ り,充

分離乳食品として使 用し うるもの と思わ れた.

4. フ レ ーク使 用によ る短期離乳食 は,離 乳遅延児

に3～4カ 月を以て離乳 を完 了せ しめ得,完 了時の摂

取Ca1,蛋 白摂取量も略理想に近 い成績 を得た.

稿を終 るに当り終始御懇篤な る御指導と御校閲を賜

りました恩師浜本教授に対 し,深 甚の謝意を捧げると

共に,当 教室の古谷講師,水 田博士,教 室員の方々に

心から謝意を表します.

本稿の要旨は,昭 和27年 第4回 中四国小児科学会,

同28年 第56回 日本小児科学会総会,更 に一部は昭和30

年文部省科学研究費 「乳幼児の栄養 と発育」第4回 協

議会にて発表 した.
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Part II. Simple weaning food chiefly composed of•gInstant Food" 

and how it is ingested by infants.

SUMMARY

Six kinds of weaning food were made chiefly of•gInstant Food" and with them 50 healthy 

infants were fed. As a result of this experiment the following data were gained.

(1) The change in the amount of porridge daily taken dy the infants were as follows:

6 months old ( 30-50gr.)

7 months old ( 50-100gr.)

8 months old  (150-200gr.)

9 months old (250-300gr.)

10 months old (400-450gr.)

11 months old (450-500gr.)

(2)•g"Flake food", which was used in order to save time in cooking porridge, was very 

suitable as a weaning food in the early period, and later it could be favorably replaced by 

soft boiled-rice, supplying enough calorie and ample protein.

As the flake food Was best ingested in the 5th experiment, it was revealed that its den

sity should be 15% at the beginning and less than 30% in the later period and its quantity 

should be as follows:

6 months old ( 50-90gr.)

7 months old (100-150gr.)

8 months old (200gr.)

9 months old (200gr.)

10 months old (150gr.)

(3) Though•gMilk Food" is better than home-made•gInstant Food" in the respect of in

gestion by infants; but the former is regrettbly more expensive, and the latter should be im

proved on the point of taste.

In addition•gOatmeal" is also considered to be quite excellent as a kind of weaning food.

(4) By using•gFlake Food" as a short-period weaning food, those infants who were del

ayed in weaning could be easily made to complete weaning in 3-4 months and at the compl

etion period the amount of calorie and protein ingested by the infants was nearly ideal.


